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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｖ
Ｓ
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
　
原
典
×
リ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
６
４
６
Ｙ

【
作
者
名
】

　
こ
ば
ち
ゃ
ん

【
あ
ら
す
じ
】

　
西
暦
２
０
１
３
年
。
怪
人
と
の
戦
い
は
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
…
…

人
類
全
体
が
人
を
超
え
よ
う
す
る
こ
と
に
怒
る
神
と
天
使

ア
ン
ノ
ウ
ン

餌
に
狩
ら
れ
る
事
を
恐
れ
、
鏡
の
向
こ
う
か
ら
無
作
為
に
襲
っ
て
く
る
怪
物

モ
ン
ス
タ
ー

自
分
達
と
は
異
な
る
進
化
を
遂
げ
て
い
く
人
類
を
劣
等
種
と
主
張
す
る
進
化
し

た
人
類

オ
ル
フ
ォ
ノ
ク

最
大
の
敵
が
更
に
強
く
な
る
と
知
り
、
三
度
目
の
バ
ト
ル
フ
ァ
イ
ト
で
力
を
得

よ
う
と
す
る
始
祖

ア
ン
デ
ッ
ド
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宇
宙
か
ら
の
来
訪
者
と
追
う
者

ネ
イ
テ
ィ
ブ

ワ
ー
ム

現
代
を
自
分
達
の
存
在
す
る
時
代
に
変
え
よ
う
と
す
る
未
来
人

イ
マ
ジ
ン

別
の
未
来
で
は
無
く
な
っ
た
生
命
を
現
代
に
求
め
て
来
た
ネ
オ
・
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア

売
人
も
生
産
者
（
財
団
Ｘ
）
も
い
な
い
の
に
流
通
す
る
ガ
イ
ア
メ
モ
リ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

八
○
○
年
の
封
印
か
ら
目
覚
め
た
欲
望

グ
リ
ー
ド

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
が
破
壊
し
た
『
世
界
の
融
合
』
。
し
か
し
世
界
は

新
た
に
『
同
調
』
を
始
め
た
。

同
調
か
ら
生
ま
れ
た
歪
み
（
ダ
ー
ク
ラ
イ
ダ
ー
）
。

時
に
協
力
し
、
時
に
敵
対
す
る
怪
人
。

人
類
は
英
雄
（
生
け
贄
）
と
救
世
主
（
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
）
を
求
め
る
。
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第
一
話
　
天
の
道
を
往
き
、
総
て
を
司
る
男
（
前
書
き
）

テ
ー
マ
は
『
英
雄
に
な
る
者
』
『
現
れ
ろ
救
世
主
』

こ
の
作
品
は
ノ
ン
テ
ロ
ッ
プ
・
ノ
リ
と
勢
い
で
お
送
り
し
ま
す
。

ス
ペ
ッ
ク
は
ガ
ン
無
視
。
フ
ァ
イ
ズ
が
オ
ー
ズ
の
必
殺
技
に
耐
え
て
も
そ
れ
は

Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
φ
'

ｓ
！
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第
一
話
　
天
の
道
を
往
き
、
総
て
を
司
る
男

　
日
本
の
首
都
、
東
京
。
こ
こ
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
と
怪
人
・
怪
物
が
戦
う
地
だ

が
そ
れ
を
知
る
も
の
は
少
な
い
。

　
夜
、
オ
フ
ィ
ス
街
の
長
い
路
地
裏
。
一
人
の
女
子
高
生
が
ケ
ー
タ
イ
の
キ
ー

を
両
手
の
親
指
で
押
し
な
が
ら
歩
く
。
液
晶
の
光
り
は
女
子
高
生
の
顔
を
う
っ

す
ら
燈
す
が
視
線
は
画
面
の
み
を
捉
え
て
お
り
、
躓
く
こ
と
な
く
足
は
動
く
。

コ
ツ
、
コ
ツ
…
…

―
―
？

　
後
ろ
か
ら
大
き
な
靴
音
が
鮮
や
か
な
赤
を
反
射
す
る
ピ
ア
ス
が
刺
さ
っ
た
耳

に
入
る
。

　
そ
ち
ら
を
振
り
向
い
た
が
元
々
暗
い
路
地
裏
。
表
情
が
見
え
る
事
は
な
く
、

や
や
線
が
太
い
―
―
悪
く
言
え
ば
太
っ
て
る
―
―
人
が
い
る
く
ら
い
し
か
解
ら

な
か
っ
た
。

　
女
子
高
生
は
警
戒
心
か
ら
緊
張
気
味
に
な
る
。
こ
の
辺
り
で
不
審
者
が
出
る

と
い
う
の
は
聞
い
て
な
い
が
ニ
ュ
ー
ス
を
見
れ
ば
犯
罪
が
起
こ
っ
て
い
な
い
日

は
無
い
。
最
近
で
は
『
死
ん
で
た
と
思
っ
て
た
友
人
を
見
た
』
『
ド
ッ
ペ
ル
ゲ

ン
ガ
ー
を
見
た
』
な
ど
と
オ
カ
ル
ト
じ
み
た
話
し
を
聞
く
く
ら
い
だ
。

　
ケ
ー
タ
イ
を
肩
に
担
い
で
い
た
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
に
し
ま
い
、
歩
く
速
さ
を

上
げ
、
時
折
後
ろ
を
見
る
。
大
人
は
ま
だ
見
え
た
。

「
…
…
ィ
ズ
ゥ
…
…
…
」

　
後
ろ
の
大
人
か
ら
聞
こ
え
た
微
か
な
声
。
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
見
る
と
大
人

の
体
が
変
貌
し
て
い
た
。
身
体
は
急
に
一
回
り
大
き
く
な
り
、
頭
頂
部
に
は
さ

っ
き
ま
で
無
か
っ
た
角
の
よ
う
な
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か
ぶ
。
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「
フ
ァ
イ
ズ
ゥ
！
」

　
今
度
は
は
っ
き
り
聞
こ
え
た
。
『
フ
ァ
イ
ズ
』
と
い
う
言
葉
。
そ
れ
が
何
か

知
ら
な
い
女
子
高
生
は
遂
に
走
り
出
す
が
右
足
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た
瞬
間
、

何
か
に
足
を
滑
ら
せ
、
正
面
に
転
ん
で
し
ま
う
。

　
腕
を
使
っ
て
体
を
起
こ
す
が
、
右
足
首
か
ら
強
い
痛
み
が
神
経
を
通
し
て
脳

に
伝
わ
る
。
ど
う
や
ら
足
を
く
じ
い
て
し
ま
っ
た
み
た
い
だ
。
右
足
首
を
さ
す

り
な
が
ら
後
ろ
を
振
り
向
く
と
ビ
ル
の
勝
手
口
の
安
全
灯
が
照
ら
す
場
所
。
そ

こ
に
“
ヒ
ト
”
は
い
な
か
っ
た
。
い
た
の
は
“
灰
色
の
異
形
”
。
姿
は
頭
に
一

本
の
角
の
よ
う
な
も
の
が
生
え
て
お
り
、
手
や
足
の
先
は
“
灰
色
の
異
形
”
の

腕
や
腿
よ
り
一
回
り
太
い
。
サ
イ
に
似
て
い
る
。

　
女
子
高
生
は
制
服
の
プ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
が
汚
れ
る
事
も
頭
に
な
く
、
尻
を

地
面
に
着
け
た
ま
ま
腕
と
足
を
使
っ
て
後
ず
さ
る
。
助
け
を
呼
び
た
い
が
恐
怖

で
声
が
出
せ
な
い
。

　
“
灰
色
の
異
形
”
は
腕
を
女
子
高
生
に
向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
伸
ば
す
。
一
本

の
指
が
ビ
デ
オ
の
早
送
り
で
見
る
蔓
が
伸
び
る
よ
う
に
、
時
に
し
な
り
な
が
ら

・
・
・

伸
び
て
い
く
。

ゴ
オ
オ
オ
オ
ッ
！

　
両
者
の
耳
に
入
る
ジ
ェ
ッ
ト
の
噴
射
音
。
し
か
し
そ
れ
は
飛
行
機
の
発
す
る

音
よ
り
は
る
か
に
小
さ
く
、
耳
を
塞
ぐ
ほ
ど
の
大
音
量
で
は
無
い
。

　
突
然
“
赤
い
ナ
ニ
カ
”
が
“
灰
色
の
異
形
”
に
何
度
も
ぶ
つ
か
る
と
“
灰
色

の
異
形
”
は
二
、
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
後
ろ
に
吹
っ
飛
ば
さ
れ
る
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
い
た
…
…
」

　
女
子
高
生
の
後
ろ
。
“
灰
色
の
異
形
”
の
向
か
い
か
ら
若
い
男
の
声
が
路
地

裏
に
響
く
。
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「
男
が
や
っ
て
は
い
け
な
い
事
が
二
つ
あ
る
。
食
べ
物
を
粗
末
に
す
る
事
と
、

女
の
子
を
傷
つ
け
る
事
。
だ
っ
て
な
」

キ
ュ
イ
イ
イ
イ
ッ
！

　
音
声
を
発
し
た
“
赤
い
ナ
ニ
カ
”
が
若
い
男
の
手
に
握
ら
れ
る
。
男
は
別
の

安
全
灯
の
下
に
入
り
、
そ
の
姿
が
は
っ
き
り
見
え
た
。

　
顔
つ
き
か
ら
し
て
二
十
代
前
半
。
黒
い
く
せ
っ
毛
の
髪
。
ス
ー
ツ
風
の
黒
い

上
着
の
下
に
白
い
シ
ャ
ツ
。
下
は
膝
の
部
分
が
擦
れ
た
ダ
メ
ー
ジ
Ｇ
パ
ン
に
革

靴
。
だ
が
腰
の
ベ
ル
ト
が
異
様
だ
っ
た
。
銀
色
の
光
沢
を
反
射
す
る
金
属
製
の
、

重
厚
感
の
あ
る
ベ
ル
ト
。

『
そ
の
ベ
ル
ト
、
貴
様
が
フ
ァ
イ
ズ
か
！
？
』

「
フ
ァ
イ
ズ
？
　
違
う
な
。
俺
は
天
の
道
を
行
き
、
総
て
を
司
る
男
。
天
道
、

総
司
」

　
男
、
天
道
総
司
は
右
手
に
掴
ん
だ
“
赤
い
ナ
ニ
カ
”
。
メ
カ
昆
虫
、
カ
ブ
ト

ゼ
ク
タ
ー
を
左
肩
ま
で
持
ち
上
げ
、
静
か
に
告
げ
る
。

「
変
身
」

『
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
』

　
天
道
総
司
が
カ
ブ
ト
ゼ
ク
タ
ー
を
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
に
右
か
ら
差
し
込
み
、

左
の
ス
ト
ッ
パ
ー
に
止
ま
る
と
ベ
ル
ト
を
中
心
に
全
身
を
銀
と
赤
の
装
甲
が
包

ん
で
い
き
、
頭
部
を
マ
ス
ク
が
被
う
と
装
着
完
了
。
と
、
示
す
か
の
よ
う
に
顔

の
部
分
全
体
の
青
い
複
眼
が
光
る
。
額
の
Ｖ
字
型
の
触
覚
が
蝉
を
連
想
さ
せ
る
。

そ
の
姿
は
旧
渋
谷
区
に
落
下
し
た
隕
石
。
そ
れ
に
紛
れ
て
地
球
に
来
た
地
球
外

生
命
体
“
ワ
ー
ム
”
。
ワ
ー
ム
に
対
抗
す
る
た
め
の
秘
密
組
織
“
Ｚ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
”
。

Ｚ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
が
開
発
し
た
マ
ス
ク
ド
ラ
イ
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
第
一
号
。
仮
面
ラ
イ
ダ
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ー
カ
ブ
ト
　
マ
ス
ク
ド
フ
ォ
ー
ム
。

　
女
子
高
生
は
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
た
め
か
意
識
を
失
う
。
“
灰
色

の
異
形
”
は
女
子
高
生
を
飛
び
越
え
、
そ
の
ま
ま
自
由
落
下
を
利
用
し
て
右
手

で
殴
り
か
か
る
。

　
天
道
総
司
…
…
い
や
、
カ
ブ
ト
は
そ
の
攻
撃
を
い
な
し
て
“
灰
色
の
異
形
”

を
自
分
の
後
ろ
へ
送
り
込
む
。
反
撃
し
な
か
っ
た
理
由
は
女
子
高
生
の
位
置
に

あ
る
。
反
撃
し
て
女
子
高
生
に
危
害
が
加
わ
る
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め

だ
。

　
背
中
を
見
せ
た
“
灰
色
の
異
形
”
に
カ
ブ
ト
が
歩
み
よ
る
と
“
灰
色
の
異
形

”
は
格
闘
技
を
習
っ
た
者
が
振
る
う
拳
、
で
は
な
く
喧
嘩
の
よ
う
に
勢
い
と
が

む
し
ゃ
ら
に
パ
ン
チ
を
繰
り
出
す
が
カ
ブ
ト
は
全
て
を
片
手
で
弾
き
、
カ
ウ
ン

タ
ー
の
拳
を
顔
や
ボ
デ
ィ
に
的
確
に
当
て
て
い
く
。

「
ク
ソ
オ
オ
オ
オ
！
！
」

「
そ
う
か
、
お
前
は
“
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
”
か
」

　
相
手
の
攻
撃
に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
当
て
な
が
ら
“
灰
色
の
異
形
”
を
“
オ
ル
フ

ォ
ノ
ク
”
と
言
っ
た
カ
ブ
ト
。

　
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
と
は
人
間
の
進
化
一
つ
の
姿
と
言
わ
れ
、
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
の

共
通
項
は
『
一
度
死
ん
だ
人
間
』
で
あ
る
。

　
自
殺
で
あ
れ
他
殺
で
あ
れ
死
ん
だ
際
に
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
の
因
子
が
作
用
し
て

生
き
返
り
、
人
間
の
姿
と
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
の
姿
に
な
れ
る
。
人
間
と
の
違
い
が

顕
著
に
現
れ
る
の
は
身
体
能
力
の
違
い
だ
。

「
な
ら
ば
教
え
て
や
る
。
俺
の
進
化
は
光
り
よ
り
も
速
い
。
全
宇
宙
の
何
者
も

俺
の
進
化
に
は
追
い
つ
け
な
い
」

　
カ
ブ
ト
は
ど
こ
か
ら
か
、
カ
ブ
ト
専
用
の
携
行
武
器
、
カ
ブ
ト
ク
ナ
イ
ガ
ン

を
取
り
出
し
て
右
手
で
グ
リ
ッ
プ
で
は
な
く
“
銃
身
を
持
つ
”
。

　
カ
ブ
ト
ク
ナ
イ
ガ
ン
は
形
状
は
銃
だ
が
三
つ
の
使
い
方
が
あ
る
。
一
つ
目
は
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名
前
の
通
り
“
銃
”
。
二
つ
目
は
今
の
よ
う
銃
身
を
持
つ
事
で
グ
リ
ッ
プ
の
底

に
付
い
た
刃
面
が
二
○
○
度
を
超
え
る
高
温
の
“
斧
”
、
“
ア
ッ
ク
ス
モ
ー
ド

”
に
な
る
。
三
つ
目
が
銃
身
を
引
き
抜
く
事
で
名
前
に
あ
る
“
ク
ナ
イ
”
に
な

る
“
ク
ナ
イ
モ
ー
ド
”
。

　
カ
ブ
ト
は
ク
ナ
イ
ガ
ン
・
ア
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
で
サ
イ
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
に
切
り

掛
か
る
。
上
か
ら
振
り
下
ろ
し
、
横
に
薙
ぎ
払
う
。
皮
膚
が
厚
い
サ
イ
オ
ル
フ

ォ
ノ
ク
だ
け
あ
っ
て
防
御
力
も
高
い
の
だ
が
ア
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
の
ク
ナ
イ
ガ
ン

の
切
れ
味
は
そ
れ
に
阻
ま
れ
る
事
な
く
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

「
ハ
ア
ッ
！
」

　
カ
ブ
ト
が
サ
イ
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
の
左
脇
腹
か
ら
右
肩
に
切
り
上
げ
る
と
き
り

も
み
回
転
を
し
な
が
ら
吹
っ
飛
ぶ
。

　
カ
ブ
ト
は
ク
ナ
イ
ガ
ン
の
グ
リ
ッ
プ
を
持
ち
、
ア
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
か
ら
銃
に

切
り
替
え
る
。
銃
身
か
ら
赤
外
線
の
光
り
が
三
点
、
サ
イ
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
の
胸

部
を
捉
え
た
。
サ
イ
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
は
自
分
が
狙
わ
れ
て
い
る
事
に
気
が
つ
き
、

起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
が
そ
の
瞬
間
、
カ
ブ
ト
ク
ナ
イ
ガ
ン
の
引
き
金
は
引
か

れ
、
一
発
の
光
弾
が
胸
部
に
当
た
る
。

「
フ
ァ
イ
、
ズ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
…
…
」

　
サ
イ
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
は
怨
み
の
声
を
発
し
な
が
ら
青
い
炎
を
噴
き
出
し
て
灰

に
な
っ
て
い
く
。

　
カ
ブ
ト
は
ク
ナ
イ
ガ
ン
を
手
放
し
、
夜
の
天
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
右
手

の
人
差
し
指
を
立
て
て
指
す
。
そ
れ
は
勝
者
に
与
え
ら
れ
た
権
利
だ
っ
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
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…
…

「
う
、
う
～
～
～
～
ん
…
…
…
…
」

　
気
を
失
っ
て
い
た
女
子
高
生
が
目
を
覚
ま
し
た
頃
に
は
く
せ
っ
毛
の
男
も
怪

物
も
い
な
か
っ
た
。
―
―
な
ん
で
？
　
と
、
思
い
な
が
ら
も
女
子
高
生
は
ケ
ー

タ
イ
の
液
晶
を
見
る
。

「
や
ば
っ
、
も
う
こ
ん
な
時
間
！
？
」

　
時
刻
は
一
日
の
終
末
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
す
る
時
間
帯
。
女
子
高
生
は
急
い

で
鞄
を
拾
い
、
帰
路
を
駆
け
る
。

　
女
子
高
生
が
去
っ
た
後
、
物
陰
か
ら
女
子
高
生
と
同
世
代
く
ら
い
の
男
子
高

校
生
が
現
れ
る
。

「
あ
れ
が
太
陽
の
神
、
カ
ブ
ト
…
…
人
類
を
救
世
し
た
者
…
…
…
…
」

　
男
子
高
校
生
は
怪
物
だ
っ
た
灰
の
塊
の
そ
ば
で
手
を
翳
す
。
す
る
と
辺
り
は

光
り
に
包
ま
れ
、
状
況
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
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５
５
５
つ
の
顔
　
３
３
３
の
気
持
ち

　
私
立
ス
マ
ー
ト
ブ
レ
イ
ン
学
園
。
か
つ
て
こ
の
国
を
代
表
す
る
ほ
ど
の
大
企

業
だ
っ
た
ス
マ
ー
ト
ブ
レ
イ
ン
が
運
営
す
る
高
等
学
校
で
卒
業
生
の
多
く
は
高

卒
、
又
は
大
卒
を
経
て
ス
マ
ー
ト
ブ
レ
イ
ン
に
入
社
し
、
輝
か
し
い
実
績
を
納

め
て
い
っ
た
。
だ
が
最
近
ス
マ
ー
ト
ブ
レ
イ
ン
の
前
社
長
、
木
場
勇
治
が
。
そ

の
指
導
者
で
社
長
経
験
の
あ
る
花
形
。
前
々
社
長
の
村
上
ら
三
人
が
死
亡
、
行

方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

閑
話
休
題

　
こ
こ
、
ス
マ
ー
ト
ブ
レ
イ
ン
学
園
に
通
う
十
七
歳
の
少
年
、
尾
上
タ
ク
ミ
。

先
日
の
事
件
で
見
ず
か
ら
の
正
体
が
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
が
同

時
に
学
園
を
守
っ
て
い
た
フ
ァ
イ
ズ
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
少
年
。

　
事
件
直
後
は
一
部
の
生
徒
を
除
い
て
彼
を
腫
れ
物
の
よ
う
に
見
て
い
た
他
の

生
徒
達
だ
っ
た
が
徐
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
彼
を
疎
む
生
徒
は
少
な
い
。

「
タ
～
ク
～
ミ
、
お
っ
は
よ
う
！
」

「
う
わ
っ
！
」

　
警
備
員
が
い
る
校
門
を
抜
け
、
敷
地
へ
踏
み
出
し
た
瞬
間
後
ろ
か
ら
ハ
イ
テ

ン
シ
ョ
ン
な
挨
拶
と
共
に
与
え
ら
れ
た
衝
撃
。
体
勢
を
前
の
め
り
に
し
、
担
い

で
い
た
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
を
落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
が
何
と
か
堪
え
る
。

「
由
佳
は
朝
か
ら
元
気
だ
ね
。
い
い
写
真
で
も
撮
れ
た
の
？
」

「
わ
か
る
。
途
中
猫
が
鼻
提
灯
膨
ら
ま
せ
て
て
た
さ
。
見
る
？
」

　
タ
ク
ミ
の
所
属
し
て
い
る
写
真
部
の
部
長
で
夢
は
写
真
集
を
出
す
事
。
愛
用

の
カ
メ
ラ
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
な
の
で
す
ぐ
に
現
像
さ
れ
る
。
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由
佳
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
一
枚
の
写
真
を
見
せ
る
。
そ
こ
に
は
草
の
上
で
ト
グ

ロ
を
巻
き
な
が
ら
寝
て
い
る
キ
ジ
猫
が
写
っ
て
い
た
。

「
た
っ
ち
ゃ
ん
。
お
は
よ
う
」

「
あ
、
啓
子
さ
ん
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
タ
ク
ミ
に
挨
拶
し
た
も
う
一
人
の
女
子
生
徒
。
名
前
は
菊
地
啓
子
。
写
真
部

で
は
な
く
家
庭
科
部
の
部
長
で
被
服
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
取
っ
た
先

輩
だ
。

　
彼
女
の
艶
や
か
な
黒
髪
が
風
に
揺
れ
る
た
び
、
同
性
か
ら
羨
望
の
視
線
が
向

け
ら
れ
る
。

「
と
こ
ろ
で
た
っ
ち
ゃ
ん
。
最
近
は
ど
う
？
　
ち
ゃ
ん
と
ご
飯
食
べ
て
る
？
　

惣
菜
や
外
食
で
済
ま
せ
て
な
い
？
」

「
毎
日
自
炊
し
て
ま
す
か
ら
」

　
啓
子
の
美
点
で
あ
る
世
話
焼
き
。
お
節
介
な
言
い
方
で
は
な
く
相
手
の
事
を

思
っ
て
の
言
い
方
と
性
格
、
端
麗
な
容
姿
の
た
め
相
手
に
不
快
感
を
与
え
た
事

は
な
い
。
だ
が
彼
女
が
こ
こ
ま
で
気
を
使
う
の
は
タ
ク
ミ
以
外
に
い
な
い
ら
し

く
、
周
囲
は
『
菊
地
啓
子
は
尾
上
タ
ク
ミ
が
好
き
な
ん
だ
』
と
噂
が
立
っ
て
い

る
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
噂
は
タ
ク
ミ
の
耳
に
も
届
い
て
い
る
。
だ
が
彼
女
は
普
通
の

人
間
。
自
分
と
同
じ
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
で
は
な
い
。
と
い
う
思
い
も
あ
れ
ば
彼
も

年
頃
の
男
子
。
異
性
と
付
き
合
え
る
な
ら
付
き
合
い
た
い
。
と
い
う
二
つ
の
気

持
ち
に
葛
藤
し
て
内
気
な
彼
は
悩
ん
で
い
た
。

　
そ
ん
な
彼
の
悩
み
に
も
関
係
な
く
、
校
内
放
送
が
鳴
る
。
木
琴
の
音
や
鐘
の

音
を
電
子
化
し
た
も
の
で
は
な
く
避
難
訓
練
に
使
わ
れ
る
チ
ャ
イ
ム
だ
。

『
西
地
区
に
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
と
ア
ン
デ
ッ
ド
が
出
現
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
体
育

館
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
繰
り
返
し
ま
す
…
…
』
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「
タ
ク
ミ
！
」

「
う
ん
。
行
っ
て
く
る
」

「
啓
子
先
輩
、
わ
た
し
達
も
！
　
―
―
あ
れ
？
」

　
タ
ク
ミ
は
体
育
館
へ
避
難
す
る
皆
と
は
逆
方
向
。
自
転
車
置
場
に
置
い
て
あ

る
専
用
バ
イ
ク
“
オ
ー
ト
バ
ジ
ン
”
の
元
に
向
か
う
。

　
そ
れ
を
見
届
け
た
由
佳
は
啓
子
と
一
緒
に
避
難
し
よ
う
と
す
る
が
当
人
は
い

な
か
っ
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆

　
西
地
区
の
海
浜
公
園
。
か
つ
て
鳴
滝
が
デ
ィ
ケ
イ
ド
に
変
身
で
き
な
く
な
っ

た
門
矢
士
を
抹
殺
し
よ
う
と
し
た
場
所
。
そ
こ
で
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
と
ア
ン
デ
ッ

ド
は
争
っ
て
い
た
。

　
片
や
ヤ
ス
デ
に
似
た
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
。
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
。

　
片
や
ギ
ラ
フ
ァ
ク
ワ
ガ
タ
の
祖
た
る
金
色
の
ア
ン
デ
ッ
ド
。
ギ
ラ
フ
ァ
ア
ン

デ
ッ
ド
。

「
虫
ご
と
き
が
私
達
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
を
差
し
置
い
て
優
勢
に
な
ろ
う
と
は
！
」

「
ア
ン
タ
達
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
な
ん
て
。
我
々
ア
ン
デ
ッ
ド
か
ら
見
れ
ば
少
々
力

を
得
た
人
間
。
足
掻
い
た
と
て
勝
者
は
ア
タ
シ
さ
！
」

　
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
は
手
に
持
つ
鞭
で
攻
撃
す
る
が
ギ
ラ
フ
ァ
ア
ン

デ
ッ
ド
の
硬
い
甲
殻
に
は
僅
か
な
傷
し
か
つ
か
ず
、
ダ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
な

い
。

　
対
す
る
ギ
ラ
フ
ァ
ア
ン
デ
ッ
ド
は
強
力
な
二
刀
の
剣
を
振
る
え
ず
に
い
た
。
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と
い
う
の
も
ヤ
ス
デ
は
ム
カ
デ
と
は
違
い
、
牙
に
毒
は
無
い
が
体
液
に
は
毒
が

あ
る
。
ど
れ
ほ
ど
の
強
さ
の
毒
か
解
ら
な
い
た
め
、
迂
闊
に
攻
撃
し
て
毒
を
浴

び
れ
ば
弱
っ
た
と
こ
ろ
を
他
の
ア
ン
デ
ッ
ド
に
狙
わ
れ
、
封
印
。
こ
の
バ
ト
ル

フ
ァ
イ
ト
で
負
け
る
危
険
性
も
高
ま
る
。

「
グ
ギ
ュ
ル
ル
ル
ル
ル
…
…
」

　
両
者
の
戦
い
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
新
た
な
怪
人
。
ワ
ー
ム
だ
。
本
来
の
目
的

は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
抹
殺
だ
が
彼
ら
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
こ
の
地
球
は
欲
し

い
も
の
で
先
に
上
げ
た
よ
う
に
、
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
と
ア
ン
デ
ッ
ド
は
人
類
や
ネ

イ
テ
ィ
ブ
に
次
ぐ
邪
魔
な
存
在
だ
。

　
サ
ナ
ギ
を
思
わ
せ
る
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
格
の
緑
の
ワ
ー
ム
。
ワ
ー
ム
サ
ナ

ギ
体
。
サ
リ
ス
ワ
ー
ム
と
も
呼
ば
れ
る
ワ
ー
ム
達
の
兵
隊
だ
。
二
体
の
サ
リ
ス

ワ
ー
ム
の
後
ろ
に
は
サ
リ
ス
ワ
ー
ム
か
ら
脱
皮
し
た
、
一
体
の
ク
モ
の
ワ
ー
ム
。

ア
ラ
ク
ネ
ア
ワ
ー
ム
が
お
り
、
ア
ラ
ク
ネ
ア
ワ
ー
ム
が
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ

ノ
ク
と
ギ
ラ
フ
ァ
ア
ン
デ
ッ
ド
を
指
す
と
二
体
の
サ
リ
ス
ワ
ー
ム
は
突
撃
し
て

い
く
。

　
こ
こ
に
三
者
の
怪
人
の
地
球
を
め
ぐ
る
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…

…
…

　
二
体
の
サ
リ
ス
ワ
ー
ム
が
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
と
ギ
ラ
フ
ァ
ア
ン
デ

ッ
ド
。
そ
れ
ぞ
れ
に
ト
ド
メ
の
一
撃
を
受
け
、
体
表
と
同
じ
緑
の
爆
炎
を
昇
ら

せ
て
消
滅
し
た
。
だ
が
ア
ラ
ク
ネ
ア
ワ
ー
ム
に
と
っ
て
サ
リ
ス
ワ
ー
ム
は
消
耗
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品
な
の
で
悔
や
む
こ
と
も
無
い
。
ア
ラ
ク
ネ
ア
ワ
ー
ム
は
腰
を
落
と
し
、
両
手

を
大
き
く
広
げ
た
後
、
目
に
も
映
ら
な
い
　
高
速
移
動
を
始
め
る
。
サ
リ
ス
ワ

ー
ム
以
外
の
全
て
の
ワ
ー
ム
が
有
す
る
能
力
、
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
だ
。
こ
の
ク

ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
対
抗
す
る
に
は
同
じ
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
有
す
る
カ
ブ
ト
の

世
界
の
ラ
イ
ダ
ー
と
一
部
の
ラ
イ
ダ
ー
だ
け
だ
。

　
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
と
ギ
ラ
フ
ァ
ア
ン
デ
ッ
ド
に
は
対
抗
手
段
が
無

い
た
め
、
瞬
く
ま
に
殴
ら
れ
、
蹴
ら
れ
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
限
界
ま
で
ダ
メ
ー

ジ
が
蓄
積
し
て
い
く
。

　
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
は
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
の
状
態
を
維
持
す
る
の
が
や

っ
と
。

　
ギ
ラ
フ
ァ
ア
ン
デ
ッ
ド
は
封
印
可
能
を
示
す
腰
の
バ
ッ
ク
ル
が
開
き
そ
う
に

な
る
の
を
感
じ
た
。

　
ア
ラ
ク
ネ
ア
ワ
ー
ム
は
再
び
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
入
ろ
う
と
先
程
と
同
じ
構

え
を
と
る
。
必
要
な
タ
キ
オ
ン
粒
子
が
身
体
に
満
ち
て
い
く
の
を
認
識
し
た
あ

と
、
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
。

「
ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」

　
し
か
し
背
中
か
ら
衝
撃
が
き
て
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
と
ギ
ラ
フ
ァ
ア

ン
デ
ッ
ド
の
方
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
、
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
必
要
な
タ

キ
オ
ン
粒
子
も
散
っ
て
し
ま
う
。

　
三
体
の
怪
人
は
吹
き
飛
ば
し
た
者
の
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は
鋭
角
な
ラ
イ
ト

が
特
徴
的
な
一
台
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
止
ま
っ
て
い
た
。

「
ア
ン
タ
、
何
者
…
…
？
」

「
貴
様
が
フ
ァ
イ
ズ
か
！
？
」

　
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
降
り
、
被
っ
て
い
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
取
る
制
服
を
着
た
学

生
。
タ
ク
ミ
だ
。
腰
に
は
変
身
ベ
ル
ト
、
フ
ァ
イ
ズ
ド
ラ
イ
バ
ー
。
フ
ァ
イ
ズ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
右
に
は
ツ
ー
ル
の
一
つ
、
フ
ァ
イ
ズ
ポ
イ
ン
タ
ー
。
左
に
は
ツ
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ー
ル
の
一
つ
、
フ
ァ
イ
ズ
シ
ョ
ッ
ト
が
既
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

「
い
や
…
…
」

　
タ
ク
ミ
は
右
手
で
ケ
ー
タ
イ
型
変
身
ア
イ
テ
ム
、
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
を
開
き
、

『
５
』
の
キ
ー
を
三
回
入
力
。

「
僕
は
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ
だ
！
」

　
か
つ
て
訪
れ
た
旅
人
が
言
っ
て
い
た
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』
。
そ
の
名
前
に
自

分
が
変
身
す
る
『
フ
ァ
イ
ズ
』
を
加
え
て
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ
』
。
タ

ク
ミ
は
こ
の
名
前
が
似
合
う
事
を
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
左
上
に
あ
る
『
Ｅ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
』
キ
ー
を
力
強
く
押
し
、
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
を
閉
じ
て
天
高
く
掲
げ
る
。

【
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｂ
ｙ
】

「
変
身
！
」

【
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
】

　
フ
ァ
イ
ズ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
央
に
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
を
差
し
、
左
側
に
九
十

度
倒
す
と
フ
ァ
イ
ズ
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
身
体
中
に
赤
い
ラ
イ
ン
。
フ
ォ
ト
ン
ス

ト
リ
ー
ム
が
伸
び
、
人
工
衛
星
か
ら
フ
ァ
イ
ズ
の
ス
ー
ツ
が
転
送
さ
れ
て
装
着

す
る
。

　
黒
い
ス
ー
ツ
に
赤
い
フ
ォ
ト
ン
ス
ト
リ
ー
ム
が
映
え
、
マ
ス
ク
は
ギ
リ
シ
ャ

文
字
の
『
Φ
』
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ
だ
。

　
タ
ク
ミ
は
フ
ァ
イ
ズ
用
武
器
の
使
用
に
欠
か
せ
な
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
メ
モ
リ
ー

を
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
か
ら
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
抜
き
取
り
、
専
用
バ
イ
ク
の
オ
ー

ト
バ
ジ
ン
の
ハ
ン
ド
ル
に
差
し
込
む

【
Ｌ
ａ
ｄ
ｙ
】
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ハ
ン
ド
ル
を
抜
く
と
手
元
側
か
ら
筒
が
伸
び
、
筒
内
に
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
の
苦

手
と
す
る
フ
ォ
ト
ン
ブ
ラ
ッ
ド
が
満
た
さ
れ
る
。
フ
ァ
イ
ズ
専
用
の
剣
、
フ
ォ

ト
ン
エ
ッ
ジ
だ
。

　
タ
ク
ミ
…
…
い
や
、
フ
ァ
イ
ズ
は
三
体
の
怪
人
に
向
か
っ
て
い
く
。

「
ッ
！
」

　
一
体
目
の
ア
ラ
ク
ネ
ア
ワ
ー
ム
を
腰
を
落
と
し
、
フ
ァ
イ
ズ
エ
ッ
ジ
を
右
へ

振
っ
て
薙
ぎ
払
い
。

「
キ
ャ
ア
ッ
！
！

　
二
体
目
の
ギ
ラ
フ
ァ
ア
ン
デ
ッ
ド
を
袈
裟
斬
り
で
左
後
方
に
。

「
ウ
ア
ア
ア
ア
ッ
！
」

　
最
後
に
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
を
突
き
飛
ば
す
。

　
フ
ァ
イ
ズ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
挿
し
た
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
を
開
き
、
再
び
Ｅ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
キ
ー
を
押
す
。

【
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
　
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
】

　
フ
ァ
イ
ズ
ギ
ア
か
ら
圧
縮
さ
れ
た
フ
ォ
ト
ン
ブ
ラ
ッ
ド
が
腹
、
胸
、
肩
、
腕
、

手
を
通
し
て
フ
ァ
イ
ズ
エ
ッ
ジ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
メ
モ
リ
ー
に
送
ら
れ
る
。

　
フ
ァ
イ
ズ
エ
ッ
ジ
を
振
る
と
拘
束
用
フ
ォ
ト
ン
が
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ
ノ

ク
を
捉
え
て
浮
か
せ
る
。
フ
ァ
イ
ズ
は
攻
撃
も
防
御
も
で
き
な
い
ミ
リ
ピ
ッ
ド

オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
わ
思
う
ま
ま
に
斬
っ
て
い
く
。

「
ヤ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」

「
ウ
ワ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」
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最
後
に
力
強
く
袈
裟
斬
り
を
す
る
と
ミ
リ
ピ
ッ
ド
オ
ル
フ
ォ
ノ
ク
は
断
末
魔

を
あ
げ
な
が
ら
灰
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
場
所
に
は
赤
い
『
Φ
』
の
紋
章
が
浮

か
ん
だ
。

　
フ
ァ
イ
ズ
が
後
ろ
を
振
り
向
く
と
ア
ン
デ
ッ
ド
と
ワ
ー
ム
は
既
に
姿
を
消
し

て
い
た
。
タ
ク
ミ
は
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
を
抜
き
取
り
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
を
押
す
と
フ

ァ
イ
ズ
の
変
身
が
解
除
さ
れ
る
。

　
フ
ァ
イ
ズ
ギ
ア
一
式
を
ス
マ
ー
ト
ブ
レ
イ
ン
社
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
ア
ル
ミ
の

ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
に
仕
舞
い
、
オ
ー
ト
バ
ジ
ン
の
ハ
ン
ド
ル
を
差
し
戻
し
、

エ
ン
ジ
ン
を
点
け
て
疾
走
。
そ
の
鮮
や
か
な
早
さ
に
時
間
は
五
秒
と
か
か
ら
な

か
っ
た
。

「
…
…
…
…
…
…
…
…
」

　
そ
れ
を
影
か
ら
見
て
い
た
一
人
。
黒
い
ス
ー
ツ
に
白
い
―
―
ブ
ラ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
―
―
フ
ォ
ト
ン
ス
ト
リ
ー
ム
が
特
徴
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ル
タ
。
オ
レ
ン

ジ
色
の
複
眼
は
不
気
味
な
ま
で
の
静
け
さ
を
、
し
か
し
そ
の
身
体
全
体
は
異
様

な
ま
で
の
凶
々
し
さ
を
発
し
て
い
た
。
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５
５
５
つ
の
顔
　
３
３
３
の
気
持
ち
（
後
書
き
）

設
定
が
生
か
さ
れ
な
い
ヤ
ス
デ
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
。
体
液
は
フ
ォ
ト
ン
ブ
ラ
ッ
ド

に
分
解
さ
れ
ま
し
た
。

ギ
ラ
フ
ァ
ア
ン
デ
ッ
ト
は
原
典
で
は
な
く
リ
・
イ
マ
ジ
で
す
。
人
間
態
は
『
ち

ょ
っ
と
Ｈ
な
お
姉
さ
ん
』
で
す
↑
こ
れ
が
作
者
の
欲
望
だ
！
！
む
し
ろ
こ
の
た

め
に
こ
の
作
品
を
作
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
！
！
（
マ
テ
コ
ラ
）

次
回
は
原
典
×
リ
・
イ
マ
ジ
陣
！

出
演
は
ア
ギ
ト
、
カ
ブ
ト
、
オ
ー
ズ
！

更
に
番
外
ギ
ャ
グ
短
編
『
ラ
イ
ダ
ー
祭
り
　
～
セ
イ
ヤ
ッ
！
　
セ
イ
ヤ
ッ
！
　

セ
イ
ヤ
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
～
』
を
製
作
中
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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